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御所市
②学校と地域
の課題

学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
の確保・育成

核家族化のみならず、少子化
により、地域社会のつながり
の希薄化や教育力の低下、地
域ボランティアの高齢化によ
る活動への参加率の低下が課
題となっている。また、学校
と地域との協働に重要な役割
となる地域コーディネーター
の人材確保に苦慮している。

地域コーディネーター
の人材発掘のため地域
ボランティアの登録数
が増えるよう注力する
が、ボランティアの高
齢化により登録人数が
減ってきている。

地域人材による地域コーディネーター
を配置するために学校訪問や地域コー
ディネーターの役割について理解を深
めてもらえるよう研修会への参加を促
し、地域コーディネーターになりうる
方の発掘及び育成に努める。

地域コーディネーターを教職
員が担っている学校は、人材
発掘、配置の促進へとつな
げ、推進体制・環境整備に努
める。

学校教職員以外の
地域住民等による
地域コーディネー
ターの配置数

6 校 11 6 2

地域人材による地域コーディネーターがうまく見つけら
れない現状がある。普段学校に関わって頂いている方に
声掛けしても、コーディネーターとなると承諾して頂け
ない現状がある。今後も学校・園へ訪問することで、各
学校・園の地域学校協働活動に関わる人材を把握すると
共に、研修会等への参加を促すことで人材育成を図る。
そして、新しいボランティアによる活動への協力を増や
し、地域コーディネーターになりうる人材の発掘に努め
る。

https://www.city.gose.nara.jp
/0000003907.html
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